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1. 原稿の提出形態
提出原稿のファイル形式は「PDF」または「HTML」(HTMLテンプレート参照)です．「PDF」での原稿作成の際は，すべてのフォントを埋め込んで(embed)事務局でヘッダやページ情報の追加記載が可能なようにご配慮下さい.もし，PDFファイルでのご提出が難しい場合は，事務局にご相談下さい．
・PDF原稿の作成について
http://www.iieej.org/nenji/font_enbedding.doc

なお，年次大会の予稿，書誌情報はJ-stageにて公開させて頂きます． 
2. レイアウト

2.1 タイトルその他(1ページ目上部)に関して

大会予稿の1ページ目上部には，タイトル，発表者氏名，所属の和文と英文，およびメールアドレス(任意)をそれぞれ記述してください．

2.2 本文に関して

本文は2.1の「タイトルその他」に続けて記述してください．MS-Wordで作成する場合はこのテンプレートファイルを用い，本文は必ず左右18cm，天地25.5cm以内の長さにおさまるようにしてください．本文は9ポイント活字を標準とし，字間および行間は適宜調整して25文字×46行×2段／ページを目安にしてください．

2.3 図表，写真に関して

図表，写真も電子データで提供下さい．図面，写真，表の中の文字や数字も本文と同じ大きさとなるようにしてください．


3. 原稿枚数

原稿枚数は図表，写真等を含め，一般セションは4ページ程度，学生セションは2~4ページ程度，企画セションは８ページ程度とします．必ず所定枚数内におさまるようご配慮ください．その他のセションについては事務局にお尋ねください．

　　　　　　　　　　　　　

4. 著作権について

本会大会予稿集に掲載される論文の著作権は本会に帰属します．詳細は以下のとおりです．

(1) 本会の大会予稿集に掲載される論文等の著作権(複製，翻訳，翻案，電子的形体での利用等のすべてを含む包括的な著作権)は，原則として本会に帰属する．

(2) 国際会議，他学会との共催研究会等特別の事情により(1)項の適用が困難な場合は，別途協議の上処置する．

(3) 著者自身が本会以外に投稿する場合，本会に許可を求めるのが原則であるが，実質的には省略する．ただし，営利目的の出版物に投稿する場合だけは，本会に申し出ることとする．

(4) 第三者から，論文等の複製，翻訳，翻案，電子的形体での利用に関する許諾の要請があり，本会において必要と認めた場合は，本会において要請に応じることができる．ただし，営利目的の出版物に対する許諾については，著者に必ず連絡をする．

(5) 本会が第三者に対して複製，翻訳，翻案，電子的形体での利用等の許諾を有償で行ったことにより収入のあった場合は，当面本会会計に繰入れ，学会活動に有効に利用する．

以上のとおり，大会予稿集に掲載される論文等の著作権は，本会に帰属することとなりますので御了承願います．

5. 発行日について

著作権保護に関わる大会予稿集の発行日は，大会開催初日とします．ただし他学会と共催の場合には，共催学会中で最も早い発行日に合わせます．

6. 原稿提出先

下記メールアドレスにメール添付でお送りください。なお件名（Subject）は必ず「2012nenji」としてください。
e-mail：event@iieej.org 

問合せ先：
画像電子学会事務局

〒116-0002　東京都荒川区荒川3-35-4
ライオンズマンション三河島第二 101号
TEL (03) 5615-2893
FAX (03) 5615-2894
e-mail：kikaku@iieej.org 
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